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▲勢至保育園にて

「 プールで水遊び 」
夏がいよいよ近づいて、陽射しの暑い日
が多くなってきます。
７月14日、勢至保育園では今年のプール
開きとなりました。
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仁賀保町 金浦町 象潟町 新　市
人間ドック 10,000円程度 （一般会計で実施） 5,000円
脳ドック 10,000円 象潟町の例に統一
各種ガン検診 100円～600円 ── ──

国民健康保険助成事業

仁賀保町 金浦町 象潟町 新　市
出産一時金 300,000円 300,000円 300,000円 現行のとおり
葬祭費 70,000円 70,000円 50,000円 仁賀保町･金浦町の例に統一
出産資金貸付（80%） 240,000円 ── ── 仁賀保町の例に統一

保険給付事業

仁賀保町 金浦町 象潟町 新　市
第１期 ７月１日～ ７月31日 ７月１日～ ７月31日 ７月１日～ ７月31日
第２期 ８月１日～ ８月31日 ８月１日～ ８月31日 ８月１日～ ８月31日
第３期 ９月１日～ ９月30日 ９月１日～ ９月30日 ９月１日～ ９月30日
第４期 10月１日～ 10月31日 10月１日～ 10月31日 10月１日～ 10月31日 仁賀保町の例に統一
第５期 11月１日～ 11月30日 11月１日～ 11月30日 11月１日～ 11月30日
第６期 12月１日～ 12月27日 12月１日～ 12月25日 12月１日～ 12月25日
第７期 １月１日～ １月31日 １月１日～ １月31日 １月４日～ １月31日
第８期 ２月１日～ ２月末日 ──── ２月１日～ ２月28日

国民健康保険税の納期

（18）国民健康保険事業の取扱い

にかほ市誕生まで残り２カ月 

１ 合併の方式
２ 合併の期日
３ 新市の名称及び新市の事務所の位置
４ 財産及び債務の取扱い
５ 議会議員の定数及び任期の取扱い
６ 農業委員会の委員の定数及び任期の取扱い
７ 地方税の取扱い
８ 一般職の職員の身分の取扱い
９ 特別職の身分の取扱い
10 条例、規則等の取扱い
11 事務組織及び機構の取扱い
12 一部事務組合等の取扱い
13 使用料、手数料等の取扱い
14 公共的団体等の取扱い
15 補助金、交付金等の取扱い
16 町名・字名の取扱い
17 慣行の取扱い
18 国民健康保険事業の取扱い
19 介護保険事業の取扱い
20 電算システム事業の取扱い

21 各種事務事業の取扱い
（１）姉妹都市等の取扱い
（２）広報広聴の取扱い
（３）消防防災関係の取扱い
（４）納税関係の取扱い
（５）公の施設の取扱い
（６）保健関係事業の取扱い
（７）生活環境事業の取扱い
（８）各種福祉制度の取扱い
（９）社会福祉協議会の取扱い
（10）上下水道事業の取扱い
（11）ガス事業の取扱い
（12）農林水産関係事業の取扱い
（13）商工観光関係事業の取扱い
（14）建設関係事業の取扱い
（15）学校教育関係の取扱い
（16）社会教育関係の取扱い
（17）町立学校の通学区域の取扱い
（18）都市計画関係事業の取扱い
22 新市建設計画

合併協定書は、これまで合併協議会で協議した内容を取りまとめたもので、
合併の方式や期日、事務組織・機構、新市まちづくり計画などが記載され
ています。今回は、この合併協定書の中から皆さんに関わりの深い項目の
一部をご紹介します。
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仁賀保町 金浦町 象潟町 新　市

重度心身障害者医療費助成事業
入院時食事療

── ──養費半額補助

乳幼児医療費助成事業 〃 ── ── 仁賀保町の例に統一
母子・父子家庭医療費助成事業 〃 ── ──
高齢者身体障害者医療費助成事業 〃 ── ──

福祉医療制度助成事業

仁賀保町 金浦町 象潟町 新　市
記念品を贈呈 ── 世帯ごとに10,000円の商品券 象潟町の例に統一

優良家庭表彰事業（年間を通して無傷病世帯への表彰）

仁賀保町 金浦町 象潟町 新　市

毎月１日、15日発行
毎月１日発行

毎月１日、15日発行
広報紙を毎月1日と15日

「だより」毎週金曜日発行 に発行する

広報紙の発行

（21-２）広報広聴の取扱い

（21-４）納税関係の取扱い

仁賀保町 金浦町 象潟町 新　市

チャイルドシート購入補助 ── ── 仁賀保町の例に統一

町内の就学前乳幼児
に、チャイルドシート
を購入した保護者に対
して、乳幼児１人につ
き１台まで補助。購入
価格の1/2補助とし、
15,000円を上限。

交通安全対策

仁賀保町 金浦町 象潟町 新　市

ゴミステーション １基につき定額 １基につき経費の 象潟町の例に統一
整備費補助金 20,000円 1/2で80,000円を

上限

生ゴミ堆肥化
── 象潟町の例に統一補助事業

── 仁賀保町の例に統一

1基100,000円以上の
場合は定額50,000円
1基100,000円未満の
場合は1/2の額

™コンポスト
1/3で3,000円を上限

™電動式生ゴミ処理機
1/3で20,000円を上限

™コンポスト
1/2で5,000円を上限

™電動式生ゴミ処理機
1/2で10,000円を上限

ゴミ処理に関する助成

仁賀保町 金浦町 象潟町 新　市

適用税目 前納時期及び交付限度額
は、象潟町の例による

交付率

前納時期

交付限度額

町民税（普通徴収）、
固定資産税

町民税（普通徴収）、
固定資産税

町民税（普通徴収）、
固定資産税、都市計画税

第2期納付税額×1/100×
納期前納付の月数

納期前納付税額×1/00×
納付前納付の月数

納期前納付税額×1/00×
納付前納付の月数

第１期納期内に年税額
を納付した場合に限る 第１期～第３期 第１期～第３期

１万円 一の納期に係る税
額が10万円（５万６
千円）を超える場合
は、当該超える部分
の金額を除いた額
※（ ）は、固定資産
に適用

２万円

納付前納付の月数

（21-７）生活環境事業の取扱い

※都市計画税は、新市において廃止となります。
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仁賀保町 金浦町 象潟町 新　市

出産祝金

（21-８）各種福祉制度の取扱い

金浦町に在住し、住民基本
台帳又は外国人登録原票に
登載されている者で第３子
以降の新生児を出産した者。
™第３子出生時 100,000円
™第４子以降出生時　　　

200,000円

── 戸籍上第３子以降の子供と
生計を一にする父又は母い
ずれかの申請者に支給。
™第３子出生時　30,000円
™第４子以降出生時

１人につき　50,000円
™第４子以降小学校入学

１人につき　30,000円
™第４子以降中学校入学

１人につき　50,000円

金浦町の例による

仁賀保町 金浦町 象潟町 新　市

父子児童手当

──── 母と生計を同じくしていな
い義務教育終了前児童の父
子家庭に支給する。（所得
制限あり）
○児童１人につき 7,000円
○児童２人以上１人につき

3,000円加算

象潟町の例による

仁賀保町 金浦町 象潟町 新　市

実　施 実施している 実施している 実施している
当面は、旧町ごとに
実施する

対象者 年内に75歳以上 年内に満70歳以上
年度内に満70歳と 年内に満75歳以上
年内に満75歳以上 の者とする

敬老会

合併に伴う金浦町の字名の取扱いについては、次のとおり決定いたしました。

（16）町名・字名の取扱い

合併後の字名 「秋田県にかほ市○○字○○ ○○番地」

◆
金
浦

秋
田
県
に
か
ほ
市
金
浦
字
赤
石
○
○
番
地

金
浦
字
海
老
谷
地
○
○
番
地

金
浦
字
岡
の
谷
地
○
○
番
地

金
浦
字
上
林
○
○
番
地

金
浦
字
川
尻
○
○
番
地

金
浦
字
木
の
浦
山
○
○
番
地

金
浦
字
古
賀
の
田
○
○
番
地

金
浦
字
金
浦
○
○
番
地

金
浦
字
頃
田
○
○
番
地

金
浦
字
塩
焚
浜
○
○
番
地

金
浦
字
下
谷
地
○
○
番
地

金
浦
字
十
二
の
前
○
○
番
地

金
浦
字
十
二
林
○
○
番
地

金
浦
字
高
森
○
○
番
地

金
浦
字
鳥
長
根
○
○
番
地

金
浦
字
花
潟
○
○
番
地

金
浦
字
浜
の
田
○
○
番
地

金
浦
字
備
中
○
○
番
地

金
浦
字
堀
切
○
○
番
地

金
浦
字
港
嶋
○
○
番
地

金
浦
字
南
金
浦
○
○
番
地

金
浦
字
山
の
田
○
○
番
地

金
浦
字
吉
森
○
○
番
地

金
浦
字
金
浦
上
谷
地
○
○
番
地

金
浦
字
金
浦
下
谷
地
○
○
番
地

金
浦
字
金
浦
谷
地
○
○
番
地

金
浦
字
轌
町
○
○
番
地

金
浦
字
長
倉
森
○
○
番
地

金
浦
字
與
惣
右
エ
門
新
田
○
○
番
地

金
浦
字
與
惣
右
エ
門
上
谷
地
○
○
番
地

金
浦
字
與
惣
右
エ
門
下
谷
地
○
○
番
地

金
浦
字
與
惣
右
エ
門
谷
地
○
○
番
地

金
浦
字
笹
森
○
○
番
地

金
浦
字
背
長
森
○
○
番
地

金
浦
字
立
潟
○
○
番
地

金
浦
字
長
倉
谷
地
○
○
番
地

金
浦
字
蒲
萄
森
○
○
番
地

金
浦
字
谷
地
中
○
○
番
地

金
浦
字
中
谷
地
○
○
番
地

金
浦
字
川
向
○
○
番
地

金
浦
字
館
ヶ
森
○
○
番
地

金
浦
字
唐
蚊
ノ
森
○
○
番
地

金
浦
字
長
倉
山
○
○
番
地

◆
飛秋田

県
に
か
ほ
市
飛
字
内
平
○
○
番
地

飛
字
上
竹
島
潟
○
○
番
地

飛
字
下
島
島
潟
○
○
番
地

飛
字
飛
ケ
崎
○
○
番
地

飛
字
蕨
田
○
○
番
地

飛
字
餅
田
○
○
番
地

飛
字
高
森
○
○
番
地

飛
字
飛
谷
地
○
○
番
地

飛
字
船
橋
○
○
番
地

◆
前
川

秋
田
県
に
か
ほ
市
前
川
字
居
の
前
○
○
番
地

前
川
字
久
根
添
○
○
番
地

前
川
字
新
畑
○
○
番
地

前
川
字
砂
田
○
○
番
地

前
川
字
反
船
○
○
番
地

前
川
字
坪
の
内
○
○
番
地

前
川
字
沼
尻
○
○
番
地

前
川
字
浜
前
川
○
○
番
地

前
川
字
谷
地
中
○
○
番
地

前
川
字
兎
森
○
○
番
地

前
川
字
沖
ノ
免
○
○
番
地

前
川
字
源
六
堤
○
○
番
地

前
川
字
五
合
田
○
○
番
地

前
川
字
山
根
森
○
○
番
地

前
川
字
菱
潟
○
○
番
地

前
川
字
中
ノ
森
○
○
番
地

前
川
字
堺
田
○
○
番
地

◆
大
竹

秋
田
県
に
か
ほ
市
大
竹
字
浦
田
○
○
番
地

大
竹
字
堅
田
○
○
番
地

大
竹
字
厳
岨
○
○
番
地

大
竹
字
古
鼠
畑
○
○
番
地

大
竹
字
境
田
○
○
番
地

大
竹
字
下
後
○
○
番
地

大
竹
字
前
谷
地
○
○
番
地

大
竹
字
丸
森
○
○
番
地

大
竹
字
水
叩
○
○
番
地

大
竹
字
割
田
○
○
番
地

大
竹
字
猫
ケ
池
○
○
番
地

大
竹
字
猿
谷
地
○
○
番
地

大
竹
字
深
田
○
○
番
地

◆
黒
川

秋
田
県
に
か
ほ
市
黒
川
字
岩
潟
○
○
番
地

黒
川
字
別
当
森
○
○
番
地

黒
川
字
三
獄
前
○
○
番
地

黒
川
字
大
谷
地
○
○
番
地

黒
川
字
黒
川
谷
地
○
○
番
地

黒
川
字
下
谷
地
○
○
番
地

黒
川
字
平
森
○
○
番
地

黒
川
字
平
石
○
○
番
地

黒
川
字
三
獄
後
○
○
番
地

黒
川
字
竹
島
潟
○
○
番
地

黒
川
字
八
幡
○
○
番
地
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■
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
可
能
な
主
な
手
続
き

に
か
ほ
市
は
分
庁
方
式
と

な
り
総
務
部
は
象
潟
庁
舎
、

市
民
部
は
仁
賀
保
庁
舎
、
産

業
建
設
部
は
金
浦
庁
舎
へ
配

置
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
各
庁
舎
に
は

「
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」

が
新
た
に
配
置
さ
れ
住
民
の

皆
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
低
下

し
な
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て

い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
従
来
ど
お
り

住
民
票
や
印
鑑
証
明
の
手
続

き
が
可
能
な
ほ
か
、
窓
口
で

は
様
々
な
相
談
ご
と
に
も
対

応
し
て
い
き
ま
す
。
各
々
の

庁
舎
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
質
を
高
め
、
た
い
て

い
の
用
事
を
市
民
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で
済
ま
せ

ら
れ
る
よ
う
に
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
ま
す
。

◇
戸
籍
、
生
活
環
境
に
関
す
る
こ
と

¡

戸
籍
の
届
出（
出
生
、死
亡
婚
姻
な
ど
）

¡

異
動
届（
転
入
、転
出
、転
居
な
ど
）

¡

各
証
明
書
の
発
行（
住
民
票
、戸
籍
、

印
鑑
証
明
、身
分
証
明
書
な
ど
）

¡

外
国
人
登
録
の
申
請
、交
付

¡

埋
火
葬
許
可
証
の
発
行

¡

自
動
車
臨
時
運
行
許
可
証
の
発
行

¡

船
員
手
帳
の
交
付

¡

市
民
証
の
発
行

¡

国
民
健
康
保
険
の
加
入
、喪
失
、保
険

証
等
の
交
付

老
人
医
療
の
取
得
、喪
失
、受
給
者
証

の
交
付

¡

国
民
年
金
の
加
入
、喪
失
な
ど

¡

福
祉
医
療
費
な
ど
の
申
請

¡

犬
の
登
録
申
請
、犬
の
鑑
札
交
付
申
請

¡

不
燃
物
投
棄
の
申
請

¡

交
通
災
害
及
び
不
慮
の
災
害
共
済
加

入
及
び
請
求

¡

消
費
者
相
談

¡

斎
場
の
使
用
申
請

¡

死
亡
動
物
処
理
の
受
付
、ね
ず
み
族
、

昆
虫
等
の
駆
除
相
談

◇
税
務
に
関
す
る
こ
と

¡

各
種
証
明
書
の
発
行

（
納
税
、
所
得
、
課
税
な
ど
）

¡
軽
自
動
車
の
標
識
の
交
付
及
び
登
録
、

廃
車
届
出
書
の
受
付

¡

法
人
市
民
税
申
告
書
、
設
立
届
の
受

付
な
ど

¡

入
湯
税
の
申
告
受
付

¡

償
却
資
産
の
申
告
受
付

¡

租
税
納
付
書
の
再
発
行

¡

納
税
に
関
す
る
相
談

¡

地
籍
図
及
び
公
図
の
発
行

¡

個
人
市
民
税
及
び
県
民
税
の
申
告
相
談

¡

租
税
の
徴
収

◇
福
祉
に
関
す
る
こ
と

¡

保
育
所
の
入
退
申
請

¡

児
童
手
当
、児
童
扶
養
手
当
、特
別
児

童
扶
養
手
当
な
ど
の
受
付

¡

出
産
祝
金
な
ど
の
受
付

¡

母
子
手
帳
の
交
付

¡

高
齢
者
福
祉
に
対
す
る
各
種
受
付

¡

身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳
の
受
付

¡

身
体
障
害
者
補
装
具
、生
活
用
具
の
受
付

¡

精
神
障
害
者
医
療
費
の
受
付

◇
農
林
水
産
、
商
工
観
光
、
建
設
に

関
す
る
こ
と

¡

松
く
い
虫
防
除

¡

火
入
れ
受
付

¡

雇
用
対
策
窓
口
、観
光
案
内

¡

市
営
住
宅
の
入
退
居
受
付
、家
賃
収
納

¡

道
路
の
維
持
管
理

※
各
業
務
と
も
、
庁
舎
に
本
課
が
あ
る

場
合
は
そ
の
業
務
に
つ
い
て
は
本
課

で
対
応
し
ま
す
。

※
学
校
入
学
、
奨
学
資
金
、
公
民
館
及

び
体
育
館
な
ど
の
利
用
受
付
な
ど
は

公
民
館
で
対
応
し
ま
す
。

窓
口
で
は
、

従
来
ど
お
り
の

手
続
き
が
可
能
で
す
。
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■
最
初
の
犠
牲

十
二
月
二
日
の
未
明
に
な
っ
て
、
や

っ
と
風
が
西
北
の
軟
風
と
な
り
、
開
南

丸
は
規
定
の
航
路
に
つ
き
ま
し
た
。
午

前
十
一
時
ご
ろ
、
波
は
ま
だ
高
く
、
そ

の
高
波
を
か
ぶ
り
か
ぶ
り
、
開
南
丸
は

航
走
し
ま
し
た
。

矗
は
そ
の
間
、
ひ
た
す
ら
無
事
を
祈

っ
て
念
仏
を
唱
え
つ
づ
け
て
い
た
と
い

い
ま
す
。
矗
は
、
仏
に
つ
か
え
る
僧
家

に
生
ま
れ
、
自
分
自
身
も
僧
侶
に
な
る

べ
く
教
育
を
受
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
れ
ま
で
一
度
も
神
仏
の
助
け
を
乞
う

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ど
ん

な
苦
難
や
苦
境
に
あ
っ
て
も
、
自
分
で

打
開
し
、
克
服
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
矗
も
、
荒
れ
狂
う
太
平
洋
上

の
「
孤
船
」
に
あ
っ
て
は
、
た
だ
祈
る

し
か
な
か
っ
た
の
で
す
。

十
二
月
三
日
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く

晴
天
が
の
ぞ
き
、
波
も
穏
や
か
に
な
り

ま
し
た
。
上
陸
隊
員
た
ち
も
よ
う
や
く

生
気
を
取
り
戻
し
て
、
甲
板
に
出
て
き

ま
し
た
。
犬
た
ち
も
尾
を
ふ
り
ふ
り
、

山
辺
、
花
守
ら
の
隊
員
に
じ
ゃ
れ
つ
い

て
い
ま
す
。

八
丈
島
が
遠
く
に
見
え
て
き
ま
し
た
。

こ
の
日
の
航
程
一
一
二
マ
イ
ル
。

こ
の
日
、
矗
は
隊
員
た
ち
に
「
船
中

日
課
」
を
表
示
し
、
明
日
よ
り
実
行
す

る
旨
を
通
達
し
ま
し
た
。

午
前
六
時
　
　
　
　
　
起
床

七
時
半
〜
八
時
　
　
　
朝
食

九
時
〜
十
一
時
　
　
　
就
業

十
一
時
半
〜
正
午
　
　
昼
食

午
後
一
時
〜
三
時
　
　
就
業

四
時
半
〜
五
時
　
　
　
夕
食

八
時
　
　
　
　
　
　
　
就
床

た
だ
し
、
午
後
四
時
か
ら
八
時
ま
で

は
娯
楽
時
間
と
し
て
、
こ
の
時
間
以
外

の
高こ

う

歌か

放ほ
う

吟ぎ
ん

を
禁
じ
ま
し
た
。

ま
た
起
床
の
際
、
口
を
ゆ
す
ぐ
水
は

コ
ッ
プ
は
一
杯
と
し
、
無
用
に
真
水
を

使
用
し
な
い
こ
と
、
と
厳
し
く
言
い
渡

し
ま
し
た
。
航
海
中
、
船
内
の
真
水
は

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
に
も
匹
敵
す
る
貴
重
品

な
の
で
す
。

翌
日
も
快
晴
で
し
た
。
隊
員
た
ち
も

ど
う
や
ら
船
の
暮
ら
し
に
も
慣
れ
て
き

た
の
か
、
落
ち
着
き
が
出
て
き
て
、
室

内
の
整
理
整
頓
、
荷
物
の
点
検
、
犬
の

世
話
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
に
着
き

ま
し
た
。
や
っ
と
隊
員
た
ち
の
間
に
親

和
力
が
通
い
だ
し
た
よ
う
で
す
。

こ
の
日
の
夕
食
に
は
わ
ず
か
な
が
ら

ビ
ー
ル
が
配
分
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ビ

ー
ル
に
大
の
男
が
ほ
ん
の
り
頬
を
染
め
、

今
し
も
水
平
線
の
彼
方
に
没
し
よ
う
と

す
る
太
陽
を
船
窓
の
丸
窓
か
ら
眺
め
な

が
ら
、
な
ん
と
な
く
感
傷
的
に
ふ
る
さ

と
の
話
な
ど
を
交
わ
し
て
い
ま
し
た
。

夕
食
後
は
甲
板
に
出
て
、
一
同
が
車

座
に
な
り
、
蓄
音
機
の
音
に
耳
を
傾
け

ま
し
た
。
同
じ
曲
を
何
度
も
何
度
も
か

け
て
は
聞
き
入
っ
た
と
い
い
ま
す
。

十
二
月
五
日
、
こ
の
日
も
晴
れ
て
開

南
丸
は
快
調
に
航
走
し
て
い
ま
す
。
昨

日
は
ま
だ
船
酔
い
か
ら
回
復
し
き
れ
な

い
隊
員
も
い
ま
し
た
が
、
今
朝
は
全
員

の
食
欲
が
戻
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
悲
し
い
こ
と
が
起
き
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
こ
の
日
に
な
っ
て
カ
ラ

フ
ト
犬
が
三
頭
、
相
次
い
で
死
ん
だ
こ

と
で
す
。
開
南
丸
が
出
航
し
て
、
初
め

て
出
し
た
犠
牲
で
し
た
。

船
が
南
下
す
る
に
つ
れ
、
気
温
は
ど

ん
ど
ん
上
が
っ
て
き
ま
す
。
暑
さ
に
弱

い
カ
ラ
フ
ト
犬
が
真
っ
先
に
大
航
海
の

犠
牲
と
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
は

単
に
暑
さ
に
よ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
の
後
、
南
極
に
着
く
ま

で
の
間
に
、
犬
た
ち
は
次
々
と
死
ん
で

い
き
、
結
局
「
タ
ロ
ー
」
が
一
頭
、
最

後
に
残
っ
た
だ
け
で
し
た
。
そ
の
死
因

は
ほ
と
ん
ど
サ
ナ
ダ
ム
シ
の
寄
生
に
よ

る
死
亡
で
し
た
。

係
り
の
山
辺
、
花
守
の
二
人
は
、
我

が
児
の
死
の
よ
う
に
嘆
き
悲
し
み
、
水

葬
に
す
る
と
き
、「
今
度
生
ま
れ
て
く

る
と
き
は
人
間
に
生
ま
れ
て
こ
い
よ
」

と
い
い
、
ね
ん
ご
ろ
に
弔
っ
た
と
い
い

ま
す
。

※
参
考
引
用
文
献

白
瀬
京
子
『
雪
原
へ
ゆ
く
』

郷
土
の
偉
人 

白
瀬
　
矗 

（
第
五
十
一
回
）

試

験

日
▽
平
成
十
七
年
九
月
十
八
日
a
﹇
第
一
次
試
験
﹈

試

験

場
▽
秋
田
経
済
法
科
大
学

試
験
区
分
▽
初
級
一
般
事
務

採
用
予
定
人
員
▽
若
干
名
　

結
果
発
表
▽
第
一
次
試
験
（
十
月
中
旬
）

受
験
資
格
▽
（
一
）
の
資
格
を
有
し
、（
二
）
の
欠
格
事
項
の
い
ず
れ
に

も
該
当
し
な
い
者

（
一
）
受
験
資
格
事
項

①
昭
和
55
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

（
二
）
欠
格
事
項

①
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者

②
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規
定
に
よ
り
地
方
公
務
員
と
な
る
こ
と
が

で
き
な
い
者

¡

成
年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人
（
準
禁
治
産
者
を
含
む
）

¡

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
、
ま
た

は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

¡

日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る

こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し
、
ま
た
は
こ
れ

に
加
入
し
た
者

※
受
付
期
間
は
、
平
成
17
年
８
月
３
日
d
〜
８
月
24
日
d
ま
で

申
し
込
み
は
、
平
日
午
後
５
時
ま
で
と
し
、
郵
送
の
場
合
は
８
月

24
日
ま
で
に
着
信
の
も
の
に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。
土
曜
日
、
日
曜

日
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

◎
問
い
合
せ
、
申
込
請
求
書
、
受
験
申
し
込
み
は

象
潟
町
、
金
浦
町
、
仁
賀
保
町
の
各
役
場
総
務
課
へ
お
願
い
し
ま
す
。

象
潟
町
役
場
総
務
課
　（
T

０
１
８
４-

43-

７
５
０
７
）

金
浦
町
役
場
総
務
課
　（
T

０
１
８
４-

38-

２
３
０
０
）

仁
賀
保
町
役
場
総
務
課（
T

０
１
８
４-

32-

３
０
３
０
）

に
か
ほ
市
職
員
採
用
試
験
受
験
案
内
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７
月
15
日
、
第
25
回
仁
賀
保
町
・

金
浦
町
・
象
潟
町
合
併
協
議
会
が
、

金
浦
町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
開
催

さ
れ
、「
町
名
、
字
名
の
取
扱
い
」

な
ど
４
件
を
報
告
ま
た
、「
新
市
の

市
章
に
つ
い
て
」
協
議
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

■
町
名
・
字
名
の
取
扱
い
に
つ
い
て

金
浦
町
の
町
名
、
字
名
に
つ
い
て

は
、
４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
新
市
の
特
別
職
の
報
酬
等
に
つ
い
て

™

市
長
　

月
額
八
一
六
、○
○
○
円

™

助
役
　

月
額
六
二
五
、○
○
○
円

™

収
入
役

月
額
五
九
一
、○
○
○
円

™

教
育
長

月
額
五
五
七
、○
○
○
円

™

市
議
会
議
長月

額
二
七
四
、○
○
○
円

™

市
議
会
副
議
長
　

月
額
二
三
四
、○
○
○
円

™

市
議
会
議
員月

額
二
二
○
、○
○
○
円

■
新
市
の
指
定
金
融
機
関
に
つ
い
て

株
式
会
社
　
北
都
銀
行
を
内
定
。

■
新
市
の
市
章
に
つ
い
て

新
市
の
市
章
に
つ
い
て
は
、
平
成

17
年
６
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で

の
期
間
を
応
募
期
間
と
し
、
応
募
さ

れ
た
作
品
は
５
１
１
点
に
の
ぼ
り
ま

し
た
。

そ
の
全
て
の
作
品
を
選
考
委
員
会

を
設
け
て
審
査
し
、
最
終
的
に
残
っ

た
５
点
が
合
併
協
議
会
に
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

協
議
会
で
は
、
選
考
方
法
に
つ
い

て
「
全
会
一
致
が
良
い
の
で
は
な
い

か
」、「
投
票
に
よ
る
多
数
が
良
い
の

で
は
？
」
な
ど
様
々
な
意
見
が
交
わ

さ
れ
、
委
員
一
人
ひ
と
り
が
、
に
か

ほ
市
に
ふ
さ
わ
し
い
と
思
う
作
品
を

そ
れ
ぞ
れ
取
り
上
げ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
今
回
決
定
し
た
作
品

が
委
員
か
ら
の
支
持
の
多
数
を
占
め
、

さ
ら
に
３
町
長
と
選
考
委
員
会
の
委

員
長
を
交
え
た
話
し
合
い
の
結
果
、

全
会
一
致
で
市
章
の
決
定
と
な
り
ま

し
た
。

な
お
、
今
回
決
定
し
た
作
品
を
応

募
さ
れ
た
方
は
、
福
岡
市
の
栗
山
照

州
さ
ん
（
三
七
）
で
す
。

※
次
回
の
協
議
会
は
９
月
中
の
開
催

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
を

も
っ
て
協
議
会
は
廃
止
さ
れ
る
予
定

で
す
。

■
デ
ザ
イ
ン
の
趣
旨

に
か
ほ
市
の
「
に
」
の
文
字

を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
、
新
市
の

豊
か
な
自
然
環
境
の
イ
メ
ー
ジ

と
そ
の
中
で
未
来
に
向
か
っ
て

力
強
く
躍
動
す
る
人
の
姿
を
併

せ
て
デ
ザ
イ
ン
し
、
将
来
像

「
夢
あ
る
ま
ち
　
豊
か
な
ま
ち

元
気
な
ま
ち
」
を
象
徴
的
に
表

現
し
ま
し
た
。

▲決定した瞬間、市章を手にする３町長

▲市章の選考方法について委員らに意見を
求める巴仁賀保町長
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任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員
会
委

員
の
一
般
投
票
は
、
７
月
10
日
に
投

開
票
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

無
投
票
と
な
り
、
次
の
方
々
が
当
選

と
な
り
ま
し
た
。
※
順
位
は
、
届
出

順
で
す
。

①
佐
々
木
　
和
　
元
（
黒
　
川
）

②
佐
々
木
　
通
　
子
（
大
　
竹
）

③
池
　
田
　
　
　
宏
（
前
　
川
）

④
佐
　
藤
　
　
　
直
（
赤
　
石
）

⑤
小
　
林
　
　
　
豊
（
前
　
川
）

⑥
齊
　
藤
　
　
　
勇
（

飛
　
）

⑦
竹
　
坂
　
　
　
繁
（
金
　
浦
）

⑧
佐
々
木
　
孝
　
史
（
金
　
浦
）

⑨
阿
　
部
　
正
　
幸
（
大
　
竹
）

⑩
須
　
田
　
良
　
一
（

飛
　
）

■
農
業
委
員
会
と
は
？

農
業
委
員
会
は
、
地
方
自
治
法
に

よ
っ
て
市
町
村
に
設
置
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
る
行
政
機
関
で
す
。

そ
の
主
な
役
割
は
、
農
地
の
権
利

移
動
や
農
用
地
の
利
用
集
積
計
画
の

決
定
、
農
地
な
ど
の
相
談
ご
と
な
ど

を
行
い
ま
す
。 10

人
が
無
投
票
で
当
選

▲町長にメッセージを伝達する本荘地区
保護司会の菊地恭一会長

７
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で
は
、
第

55
回
目
のO

社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
強
調
月
間ø

で
し
た
。

４
日
に
は
、
本
荘
地
区
保
護
司
会

の
皆
さ
ん
が
金
浦
役
場
を
訪
れ
、
法

務
大
臣
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
貧
し
さ
な

ど
か
ら
非
行
に
走
る
子
供
が
た
く
さ

ん
い
ま
し
た
。
そ
の
状
況
に
心
を
痛

め
た
東
京
・
銀
座
商
店
街
の
人
々
が
、

子
供
た
ち
を
救
う
た
め
の
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
「
銀
座
フ
ェ
ア
」
を
行
い
ま
し

た
。こ

の
活
動
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、

昭
和
26
年
か
ら
法
務
省
が
呼
び
掛
け

て
、
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
が
始

ま
り
ま
し
た
。

│
法
務
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
達
│

７
月
10
日
、
仁
賀
保
地
区
消
防
庁

舎
向
い
広
場
に
お
い
て
、
平
成
17
年

度
仁
賀
保
地
区
消
防
団
消
防
訓
練
大

会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
前
日
か
ら
の
雨
が
止

ま
ず
、
大
粒
の
雨
が
降
り
し
き
る
悪

天
候
の
中
で
の
大
会
と
な
り
ま
し
た

が
、
仁
賀
保
地
区
消
防
団
、
全
７
分

団
が
参
加
し
ま
し
た
。

訓
練
種
目
は
、
志
気
・
態
度
・
指

揮
能
力
な
ど
を
競
う
「
訓
練
礼
式
」、

消
火
作
業
に
必
要
な
動
作
を
安
全
・

確
実
・
迅
速
に
行
う
こ
と
を
競
う

「
操
法
訓
練
」
で
す
。

団
員
の
み
な
さ
ん
は
、
日
頃
か
ら

地
域
の
み
な
さ
ん
の
命
と
財
産
を
守

る
た
め
、
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

│
仁
賀
保
地
区
消
防
団

消
防
訓
練
大
会
│

▲操法訓練

■
訓
練
大
会
成
績

○
訓
練
礼
式
の
部

第
一
位
　
第
７
分
団
第
３
部

（
百
目
木
、
立
居
地
、
樋
ノ
口
）

第
二
位
　
第
６
分
団
第
４
部

（
釜
ケ
台
、
冬
師
）

第
三
位
　
第
２
分
団
第
３
部

（
長
岡
、
大
森
、
水
岡
）

○
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

第
一
位
　
第
３
分
団
第
１
部
１
班

（
関
）

第
二
位
　
第
７
分
団
第
１
部
１
班

（
伊
勢
居
地
）

第
三
位
　
第
４
分
団
第
１
部
１
班

（
金
浦
元
町
）

○
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

第
一
位
　
第
７
分
団
第
２
部
２
班

（
桂
坂
）

第
二
位
　
第
７
分
団
第
３
部
１
班

（
百
目
木
）

第
三
位
　
第
２
分
団
第
３
部
２
班

（
大
森
）

▲訓練礼式

金
浦
町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
９

月
ま
で
の
第
２
・
４
水
曜
日
に
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
毎
回
15
人
前
後
の
方
々
が

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
音
楽
に
合
わ
せ
て
、

楽
し
く
、
そ
し
て
爽
や
か
に
汗
を
か

い
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
い
る
方
は
託
児
も
で
き

ま
す
し
、
血
圧
測
定
と
体
脂
肪
測
定

も
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
健
康
管

理
に
も
一
役
…
…
。

ど
な
た
で
も
無
料
で
、
気
軽
に
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

│
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
│▲エアロビクス教室の様子



ニュースフラッシュ 
７
月
２
日
、
金
浦
町
立
図
書
館
こ

ぴ
あ
に
、O

本
と
あ
そ
ぼ
うø

「
全

国
訪
問
お
は
な
し
隊
」
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
講
談
社
が
90
周
年
読
者

推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、
子
ど
も

た
ち
と
本
と
の
出
会
い
の
場
を
提
供

し
、
読
み
聞
か
せ
の
輪
を
広
げ
よ
う

と
全
国
の
保
育
園
や
小
学
校
、
図
書

館
な
ど
を
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
で
訪
問

し
て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
「
い
ぶ
き
」
の
皆
さ
ん
も
一
緒

に
な
っ
て
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
手
あ
そ
び
う
た

や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
に
夢
中
で
、

「
猫
が
家
に
や
っ
て
来
る
と
い
う
お

話
し
の
紙
芝
居
」
で
は
、O

カ
メ
レ

オ
ン
み
た
い
な
猫
だ
っ
た
ど
う
し
よ

ーø

な
ど
と
言
う
と
、O

困
る
ーø

と
言
う
子
供
た
ち
の
元
気
な
声
が
あ

ち
こ
ち
か
ら
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

紙
芝
居
が
終
っ
た
後
は
、
外
に
出

て
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
を
見
学
。
車
の

扉
を
開
く
と
中
に
は
絵
本
が
い
っ
ぱ

い
積
ん
で
あ
り
ま
す
。
駅
前
の
広
場

に
敷
物
を
用
意
し
て
、
選
ん
だ
絵
本

を
親
子
で
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。

最
後
に
は
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と

り
に
お
み
や
げ
も
…
…
。

│
全
国
訪
問
お
は
な
し
隊
│

▲「こぴあ」ハイビジョンルーム
でのおはばし会の様子

▲キャラバンカーを前に………

町
の
絵
画
教
室
で
講
師
を
務
め
る

佐
藤
武
三
さ
ん
（
南
金
浦
）
が
提
供

し
て
い
る
、「
共
笑
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

が
今
年
も
開
館
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
佐
藤
さ
ん

自
ら
所
有
す
る
酒
蔵
を
利
用
し
た
も

の
で
、
絵
画
を
通
し
て
多
く
の
人
の

交
流
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
主
に
、
鳥
海
山
や
郷
土
の

風
景
な
ど
の
作
品
を
展
示
し
て
お
り
、

訪
れ
る
人
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
す
。

■
展
示
期
間

６
月
〜
11
月

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

▲開館した共笑ギャラリー

平成17年度新成人のつどい

と　き　８月７日（日）
ところ　金浦町勤労青少年ホーム

［ 日　程 ］

™受付　　　　　13：00～

™式典　　　　　13：30～14：10

™町長講話　　　14：10～14：30

™記念写真撮影　14：30～15：00

™体験航海　　　15：00～

第15回　湾頭まつり

と　き　　８月15日（月）18：20～
ところ　　旧金浦小学校グラウンド

金浦町夏の最大イベント“湾頭まつり”が
今年も開催されます。

町の郷土芸能「金浦神楽」演舞をはじめ、
よさこいソーラン、歌謡、民謡ショーや、盆
踊り、カラオケショー、竿灯の演技などが行
われます。

また、商工会、農協、漁協のみなさんによ
る売店コーナーも
設置されます。

まつりの最後に
は花火の打ち上げ
も……。
■問合先
金浦町観光協会
（役場企画課内）
10184_48_4300

9 広報このうら
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あなたは将来、年金を受けられますか？
～年金を受けられる受給資格期間は25年です～

老齢基礎年金は最低25年間（受給資格期間の合算）保険料を納めなければ受給することができません。
満額支給されるためには、40年間保険料を納める必要があります。

《ムダにしていませんか？あなたの保険料》
受給資格期間が25年未満の人は、10年、20年保険

料を納めていても、将来老齢基礎年金を受けること
ができません。

国民年金は20歳から60歳までの、日本に住む人全
員の加入が義務付けられています。

年金を受給するために必要な期間は、原則25年
（右表①～⑧の期間の合計年数）です。老齢基礎年
金は保険料納付済期間（右表①、④、⑤、⑥）が40
年あってはじめて満額支給されます。40年間保険料
を納め続けると、65歳から月に約66,200円の基礎年
金が受けられます。夫婦では月に約132,400円にな
ります。
※受給資格期間を満たしているかどうかをみるとき
は計算されますが、年金額を計算するときには含ま
れません。

《年金を受給できる人と受給できない人は、ここが違う！》
年金を受給するためには、右上表の①～⑧の受給資格期間が合計で25年以上必要です。
保険料を未納のままにしていたり、届け出を忘れていると大変です。将来の安心のためにも、保険料

を忘れずに納めましょう！また、お忙しい方は口座振替を利用すると手間がはぶけ便利です。

金浦町における交通事故発生状況

金浦駐在所
「セーフティロード金浦」
～めざせ交通事故のない町～

笑顔印 笑顔印 

区　分 6月中の事故 平成17年累計
（１～６月）

平成16年累計
（１～６月）

１件 ９件 ７件
０人 ０人 ０人
２人 14人 11人
５件 25件 31件

件 数
死 者
傷 者

物損事故

人
身
事
故

自衛官採用制度説明会のお知らせ
◇日　　時◇　8月10日（水）13:30～15:30

◇会　　場◇　金浦町勤労青少年ホーム

◇説明内容◇　防衛医科大学校・防衛大学校
看護学生・航空学生
一般曹候補学生・曹候補士
２等陸、海、空士・その他

◇対 象 者◇　来春高校、大学卒業予定者及びその
父兄等
18歳以上27歳未満の方

◇そ の 他◇　8月3日（水）13:30～
本荘由利広域交流センターにおいて、
現職海上自衛官パイロットによる航
空学生制度の説明があります。

※家庭訪問による説明も実施しております。お気軽
に連絡を下さい。

詳細については、由利本荘募集事務所まで
TEL.0184-22-3479

E-mail plo-honjo@gold.ocn.ne.jp

Vol.65

受給するために
必要な期間（受給資格期間）は、

①国民年金保険料納付済期間
②免除期間
③合算対象期間（※）
④厚生年金保険加入期間
⑤共済組合の組合員期間
⑥第３号被保険者期間
⑦学生納付特例期間（※）
⑧若年者納付猶予期間（※）

合算して25年以上です。

例年この時期は、夏の暑さや行楽などによる
開放感、疲労などからくる無謀運転や飲酒運転
などに伴う交通事故が多発しています。

このような事故を防止するために、県民一人
ひとりの交通安全意識を高め、交通ルールの遵
守と交通マナー実践を習慣付け、県民総ぐるみ
で交通事故防止を図りましょう。

暑くとも 気持ちさわやか 安全運転
～夏の交通安全県民総ぐるみ運動～

8月1日～8月10日
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◆日　時 ８月23日c
◆場　所 保健センター
◆受　付 ４カ月児　　12：50～13：00

７カ月児　　13：00～13：10
10カ月児　　13：20～13：30
12カ月児　　13：30～13：40

◆対　象 平成16年８月、10月、平成17年１月、
４月に生まれた乳児と前回の健診を
受けられなかった乳児

◆持ち物 母子健康手帳、アンケート票、
バスタオル

※４カ月児、７カ月児健診の対象者は、離乳食
講習がありますので、受付時間に遅れないよう
にお願いします。また、「おんぶひも」があり
ましたら持参してください。

◆日　時 ８月26日f
◆場　所 保健センター（健康指導教室）
◆受　付 12：50～13：00
◆対　象 平成14年12月、平成15年１月、２月

に生まれた幼児と前回の健診を受け
られなかった幼児

◆持ち物 母子健康手帳、歯ブラシ
２歳６カ月児アンケート票
２歳児歯科アンケート票

◆日　時 ８月11日e ９：00～12：00
◆場　所 保健センター（健康指導教室）
◆対　象 乳幼児とその家族

※お菓子、ジュースなどはご遠慮ください。

◆日　時 ８月22日b 9：00～11：30
◆場　所 保健センター

※健康づくりや介護に関することなど、保健師
による相談会です。どなたでもお越しください。

☆4.7.10.12カ月児健診☆

☆2歳6カ月～8カ月児健診☆

☆保健センターで遊ぼう☆

☆健康よろず相談☆

先般、校外学習の一環として金浦小学校３年

生のみなさんが、私ども金浦温泉に見えられま

した。

施設を見学し温泉にも入ってもらいました。

その後、私の方から温泉の起源、イオウ泉、ラ

ジュウム泉の効能等説明させてもらいましたが、

生徒さんからの質問がなかなか厳しく、来館者

数、宿泊者数、そしてその地域別など、大変高

度な事柄に関心を持たれている事にびっくりし

ました。

一見無邪気そうに見える子供たちですが、

様々な学習体験が、このような事柄に興味と関

心を持つようになったのではないでしょうか。

人前でも臆することなく、堂々と明るく話の

できる子供達を見る時、戦中過ごした小学３年

当時の私達を思い出し、とてもうらやましく思

われました。

また、「何が、一番大事ですか？」との問い

かけには「友達」と言う言葉が返ってきました。

全く素直な心根と関心しました。

黒板の勉強も大事ですが、小さい頃からの人

を思う心が欠けている昨今ですが、久しぶりに

すがすがしい思いをさせていただきました。素

直な心で、何事にも積極性と興味を持とうとす

る子供達が、これからもより多くの体験学習を

通して、将来さらに大きく成長出来るよう大人

の人々が応援してやらねばと痛感した次第です。

（金浦町生涯学習活動誌「湾頭」第3号より）

積極的な子供達と接して

金浦温泉支配人

北　能　昭　市

教育あれこれ
エッセイリレー

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大

臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
、
国
等
の

役
所
の
仕
事
や
仕
事
ぶ
り
に
対

す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望
を
受

け
付
け
、
解
決
を
図
る
と
と
も

に
、
制
度
や
行
政
運
営
の
改
善

を
図
る
、
い
わ
ば
「
行
政
と
住

民
の
パ
イ
プ
役
」
で
す
。

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き

８
月
４
日
e

14
時
〜
16
時

■
と
こ
ろ

元
気
百
歳
館

■
金
浦
町
行
政
相
談
員

佐
藤
　
慈
明

行
政
相
談
の
お
知
ら
せ
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佐藤　有
あり

紗
さ

（十二林）

お休みの日は、洗濯物をたたんだ
り、掃除を手伝ってくれる有紗。

佐藤家の小さなお母さんです！
最近のお楽しみは、帰ってからの

なわとびかな!?

「
う
ん
ど
う
か
い
の
応
援
」

佐藤　美
み

紀
き

（十二林）

ディズニープリンセスと、外で遊ぶの
が大好きな三女です。

毎日、練習をして縄跳び合格賞をもら
えたのがとっても嬉しかった美紀です。

「
お
さ
ん
ぽ
」

阿部　将
まさ

史
ふみ

（赤石）

上がお姉ちゃんのせいか、ちょっ
と甘えん坊の将史です。ウルトラマ
ンにハマッていて、ＴＶが始まると、
なりきっています。将来の夢はサッ
カー選手。ガンバレ！

「
た
ま
い
れ
」

私
の
将
来
の
夢
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

デ
ザ
イ
ナ
ー
で
す
。

も
し
、
な
れ
な
く
て
も
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
関
係
の
仕
事
に
つ
き
た
い
で
す
。

理
由
は
、
自
分
で
こ
ん
な
服
が
あ
っ

た
ら
い
い
な
あ
と
思
っ
た
り
す
る
か
ら

で
す
。
自
分
の
作
っ
た
服
を
友
達
や
家

族
に
着
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
の
で
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な
り
た

い
で
す
。

将
来
に
向
け
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

森　　美
み

彩
さ

（前川）

僕
の
将
来
の
夢
は
、
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

プ
の
店
員
で
す
。

理
由
は
、
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
生
き

物
た
ち
が
か
わ
い
か
っ
た
か
ら
で
す
。

で
も
、
そ
の
た
め
に
は
、
い
ろ
い
ろ

生
き
物
の
勉
強
を
し
な
い
と
い
け
な
い

の
で
が
ん
ば
り
ま
す
。

そ
れ
に
僕
は
す
ぐ
あ
き
ら
め
る
タ
イ

プ
な
の
で
、
そ
の
癖
を
直
し
た
い
で
す
。

「
病
気
が
治
っ
て
よ
か
っ
た
。
あ
り
が

と
う
。」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
看
護
士

に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

竹内　　裕
ゆう

（頃田）

私
の
将
来
の
夢
は
、
看
護
師
に
な
る

こ
と
で
す
。

理
由
は
、
多
く
の
人
を
助
け
て
、
退

院
す
る
と
き
に
笑
顔
で
家
に
帰
っ
て
行

っ
て
ほ
し
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
い
っ
ぱ
い
勉
強
し
て
い

き
た
い
で
す
。

も
し
夢
が
か
な
っ
た
ら
、
や
さ
し
く

し
て
、
頼
り
に
さ
れ
る
看
護
師
に
な
り

た
い
で
す
。

あ
と
、
た
く
さ
ん
の
人
を
助
け
て
、

佐藤　美
み

来
く

（頃田）

僕
の
将
来
の
夢
は
、
プ
ロ
野
球
選
手

に
な
る
こ
と
で
す
。

き
っ
か
け
は
、
お
父
さ
ん
も
野
球
を

や
っ
て
い
た
し
、
お
父
さ
ん
が
な
れ
な

か
っ
た
の
で
僕
が
な
ろ
う
と
思
っ
た
か

ら
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
野
球
の
練
習
を
し
っ

か
り
し
た
り
、
野
球
の
練
習
が
な
い
日

で
も
自
主
練
習
な
ど
を
し
て
、
努
力
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
も
し
夢
が
か
な
っ

た
ら
、
年
俸
１
億
円
、
本
塁
打
40
本
、

打
点
100
打
点
、
打
率
３
割
で
、
三
冠
王
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
グ
ラ
ブ
賞
を
取
り
、
シ
ー

ズ
ン
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
輝
き
た
い
で
す
。

阿部　雄
ゆう

也
や

（備中）

象
潟
町
体
育
館
に
「
ベ
ル
リ
ン
・

フ
ィ
ル
＆
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
」
の

メ
ン
バ
ー
ら
を
招
い
た
、
ア
ウ
ト
リ

ー
チ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
Ｔ
Ｄ
Ｋ
が
創
業
70
周
年

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
創
業
の
地
で

あ
る
秋
田
の
方
々
に
世
界
一
流
の
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
演
奏
を
聴
い
て

い
た
だ
こ
う
と
感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

コ
ン
サ
ー
ト
に
は
金
浦
町
、
象
潟

町
、
仁
賀
保
町
の
各
小
中
学
校
の
生

徒
ら
が
招
待
さ
れ
、
ま
た
吹
奏
楽
部

の
生
徒
た
ち
に
は
奏
者
ら
と
の
共
演

と
い
う
素
晴
ら
し
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

用
意
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ア
ウ
ト
リ
ー
チ

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
＆
ウ
ィ
ー
ン

・
フ
ィ
ル
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

８
人
の
ホ
ル
ン
奏
者
た
ち

│
Ｔ
Ｄ
Ｋ
創
業
70
周
年
記
念
事
業
│▲アウトリーチミニコンサートの様子

か
ん
が
る
ー 

組･

き
り
ん 

組
の
お
と
も
だ
ち 須田　海

かい

斗
と

（前川）

いつもパワー全開の海斗!!…のわり
にはお絵描きが大好きで、お姉ちゃ
んといっぱい書いて家中にはってく
れます。将来の夢は正義の味方ヒー
ロー!?になるとはりきっています☆

「
お
ば
け
を
い
っ
ぱ
い

見
つ
け
た
よ
」



あ
の
人
は
、
い
っ
た
い
何
を
考
え
て

い
る
の
だ
ろ
う
。
わ
た
し
は
な
ぜ
、
追

い
か
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
…
…
。

芭
蕉
が
訪
れ
た
最
北
の
地
「
象
潟
」

に
魅
せ
ら
れ
た
中
年
男
性
の
見
果
て
ぬ

ロ
マ
ン
を
描
く
。

『象潟心象』

森下尊久／著
文芸社

勢至保育園から こんにちは   !!

勢至保育園から こんにちは   !!

勢至保育園から こんにちは   !!

勢至保育園から こんにちは   !!

【 七夕まつり 】

７
月
７
日
（
木
）、
勢
至
保

育
園
で
「
七
夕
ま
つ
り
」
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

み
ん
な
で
一
緒
に
七
夕
の
歌

を
う
た
い
、
園
長
先
生
よ
り
七

夕
の
節
句
の
話
し
を
聞
き
ま
し

た
。そ

の
後
は
、
飾
り
の
紹
介
と

年
長
さ
ん
の
願
い
ご
と
の
発
表

を
し
ま
し
た
。

飾
り
付
け
た
笹
の
葉
は
お
家

に
持
ち
帰
り
…
…
。

夜
は
、
笹
の
葉
を
片
手
に
家

族
で
夜
空
を
見
上
げ
た
の
か

な
？

激
痛
が
毎
日
襲
っ
て
く
る
。
ど
の
病

院
に
行
っ
て
も
原
因
不
明
。

日
本
で
も
ア
ト
ピ
ー
や
関
節
リ
ウ
マ

チ
と
誤
診
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
掌
蹠
膿

疱
症
性
骨
関
節
炎
。
絶
望
と
の
闘
い
の

中
で
、
１
人
の
医
師
と
出
逢
っ
た
。
こ

の
病
気
は
必
ず
治
る
！

『死んでたまるか！』
～波瀾万丈の人生と

全闘病記～
奈美悦子／著
主婦と生活社

ふ
だ
ん
の
お
か
ず
か
ら
、
特
別
な
日

の
ご
ち
そ
う
ま
で
、
１
０
７
品
の
お
か

あ
さ
ん
の
味
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

お
う
ち
お
か
ず
な
ら
で
は
の
味
を
も

う
一
度
ち
ゃ
ん
と
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？

『作れるようで作れない
おかあさんの味』
藤野嘉子／著
主婦と生活社

か
わ
い
い
男
の
子
の
さ
ん
ぼ
が
、
ジ

ャ
ン
グ
ル
で
出
会
っ
た
虎
に
命
と
ひ
き

か
え
に
持
ち
物
を
と
ら
れ
て
…
…
。

絶
版
に
な
っ
て
い
た
岩
波
書
店
版
を

部
分
的
に
復
刊
し
た
も
の
。 『ちびくろ･さんぼ』

ヘレン･バンナーマン／文
フランク･ドビアス／絵
瑞雲舎

Ｎ
Ｈ
Ｋ「
お
か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
」

に
出
演
し
、
12
年
間
、
子
ど
も
た
ち
を

見
つ
め
続
け
て
き
た
「
ひ
ろ
み
ち
お
に

い
さ
ん
」
が
、
は
じ
め
て
語
る
自
分
の

こ
と
。

指
導
者
と
し
て
、
父
親
と
し
て
語
る
、

子
ど
も
た
ち
へ
の
あ
ふ
れ
る
思
い
。

『子どもはぜんぜん、
悪くない』

佐藤弘道／著

広域情報 勢至保育園から こんにちは   !!

勢至保育園から こんにちは   !!

勢至保育園から こんにちは   !!

勢至保育園から こんにちは   !!◇由利本荘市
■第20回菖蒲カーニバル
・と　き ８月５日f 午後４時～９時
・ところ 本荘駅前通り
・内　容 菖蒲音頭、由利本荘しょうぶ音頭、

イベント、地域物産展など。
・問合先 由利本荘市観光協会（T24-6284）

■岩城ふれあい港まつり
・と　き ８月27日g 午後１時～※コンサートは午後５時～
・ところ 道の駅「岩城」イベント広場
・内　容 三好哲成の無料コンサート、

ミニゲーム、フリーマーケットなど。
・問合先 岩城総合支所産業課（T73-2014）

◇象潟町
■05’日本海花火フェスティバルin象潟
・と　き ８月16日c午後７時30分開始
・ところ 象潟海水浴場
・内　容 東北一を誇る350mのナイアガラの滝
・内　容 象潟町観光協会（T43-6608）
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虹
高
し
希
望
を
拾
ふ
試
歩
の
杖

須
　
藤
　
久
二
郎

冷
奴
残
す
話
題
も
宿
の
味今

　
野
　
坂
　
記

梅
雨
空
を
明
る
く
照
ら
す
花
菖
蒲

佐
　
藤
　
幸
　
一

が
ら
空
き
の
昼
の
電
車
に
青
田
風

高
　
橋
　
卯
　
治

ト
ン
ネ
ル
を
出
で
て
青
葉
の
闇
に
入
る

五
十
嵐
　
義
　
知

花
合
歓
や
浜
風
か
よ
ふ
蚶
満
寺

須
　
藤
　
久
　
樹

俳
句
会
金
浦
吟
社



宇
　
沼
　
京
　
香

（
貴
生
）塩
焚
浜

渡
　
部
　
桐
　
子

（
尊
志
）高
　
森

鎌
　
田
　
輝
　
美

（
88
歳
）浩
寿
苑

野
　
崎
　
キ
　
ミ

（
77
歳
）十
二
林

・
須
　
藤
　
　
　
博
様
（
鳥
長
根
）

・
鎌
　
田
　
雄
太
郎
様
（
南
金
浦
）

＊
こ
の
広
報
紙
は
環
境
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

■
発
行
・
編
集
　
秋
田
県
金
浦
町
役
場
企
画
室
　
1（
〇
一
八
四

）三
八
｜
四
三
◯
◯
　
秋
田
県
由
利
郡
金
浦
町
金
浦
字
花
潟
九
三
｜
一
　
■
印
刷
所
　
酒
田
市
新
橋
一
丁
目
　
北
星
印
刷
株
式
会
社

休日応急診療在宅当番医

●
広
報
紙
に
載
せ
て
ほ
し
く
な
い
方
は

届
け
出
の
際
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

●
広
報
「
こ
の
う
ら
」
は
音
読
テ
ー
プ

も
あ
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
企
画

課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

月お知らせカレンダー

ち
ゃん

ち
ゃん

と
う

こ

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15 湾頭まつり　旧金浦小学校グラウンド

（18:20～）

生命の貯蓄体操教室　保健センター（13:30～）
お話し会　町立図書館「こぴあ」幼児室

（10:30～11:00）

にこにこ 保健センターで遊ぼう（9:00～12:00）

２歳児健診　保健センター（12:50～13:00受付）エアロビクス教室　保健センター （10:00～）

健康相談　元気百歳館 （12:30～13:30）
お達者会　元気百歳館 （13:30～15:30）

エアロビクス教室　保健センター （10:00～）生命の貯蓄体操教室　保健センター（13:30～）

４・７・10・12カ月児健診　保健センター
お達者会　元気百歳館 （13:30～15:30）

子宮がん・乳がん検診・マンモグラフィ検査
保健センター （13:00～14:00受付）

ＪＡミニデイサービス　元気百歳館（10:00～）

地区巡回健康相談
子宮がん・乳がん検診・マンモグラフィ検査
保健センター （13:00～14:00受付）

生命の貯蓄体操教室　保健センター（13:30～）

子宮がん・乳がん検診・マンモグラフィ検査
保健センター （13:00～14:00受付）

14広報このうら

お
た
ん
じ
ょ
う

お
め
で
と
う

慶
弔
だ
よ
り平

成
17
年
６
月
16
日
〜

平
成
17
年
７
月
15
日

金浦町ホームページ　http://www.chokai.ne.jp/copia

金
浦
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
大
活
躍
！

秋
田
県
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
、
全

国
少
年
柔
道
大
会
秋
田
県
予
選
大
会
で

金
浦
小
学
校
５
年
生
の
佐
々
木
怜
さ
ん

が
、
あ
と
１
勝
で
全
国
大
会
出
場
と
い

う
と
こ
ろ
ま
で
が
ん
ば
り
ま
し
た
。

■
個
人
戦
　
女
子
軽
量
級
第
３
位

佐
々
木
　
怜
さ
ん
（
５
年
）

東
由
利
野
球
場
で
開
催
さ
れ
た
全
日

本
学
童
軟
式
野
球
大
会
由
利
郡
予
選
兼

由
利
郡
学
童
野
球
大
会
で
、
金
浦
町
野

球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
参
加
し
、
ベ
ス

ト
４
に
進
出
す
る
活
躍
を
見
せ
ま
し
た
。

■
対
戦
結
果

１
回
戦
　
VS
岩
谷
ス
ポ
少
　
14-

６

２
回
戦
　
VS
直
根
ス
ポ
少
　
10-

６

準
決
勝
　
VS
矢
島
ス
ポ
少
　
２-

９

ま
た
象
潟
町
鳥
谷
森
球
場
・
九
十
九

球
場
で
行
わ
れ
た
第
29
回
親
善
交
流
象

潟
大
会
で
は
見
事
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

■
対
戦
結
果

１
回
戦
　
VS
平
沢
ス
ポ
少
　
４-

４

（
抽
選
勝
ち
）

準
決
勝
　
VS
上
浜
ス
ポ
少
　
４-

２

決
　
勝
　
VS
仁
賀
保
ス
ポ
少
８-

７

（
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
）

き
ょ
う

か

さん さん

ご
め
い
ふ
く
を

お
祈
り
し
ま
す

社
協
一
般
寄
付
金

町の人口･世帯
平成17年６月30日

※人　口

男 2,340人（減１）

女 2,623人（減７）

計 4,963人（減８）

※世帯数

1,585戸

７日a 伊藤医院（T43-4171）
14日a すずらん診療所（T62-8065）
21日a 神坂医院（T43-3108）
28日a さいとうクリニック（T43-3105）
※象潟町役場（143－3200）で
ご確認ください。診療時間
は、9時～12時です。

象潟町医師会

金
浦
ク
ラ
ブ
！

国
体
出
場
を
か
け
東
北
総
体
へ
出
場
！

金
浦
ク
ラ
ブ
が
第
56
回
県
民
体
育
大
会

兼
国
体
軟
式
野
球
競
技
秋
田
県
大
会
で
優

勝
し
、
９
月
に
開
催
さ
れ
る
東
北
総
体
に

出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で

１
勝
す
れ
ば
岡
山
国
体
に
出
場
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

【
対
戦
結
果
】

２
回
戦
　
４-

３

対
　
Ｆ
Ａ
Ｎ
’Ｓ
　
Ｂ
Ｃ

（
鹿
角
大
館
北
秋
代
表
）

準
決
勝
　
６-

０

対
　
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
秋
田
精
錬
所

（
前
年
度
優
勝
）

決
　
勝
　
７-

２

対
　
猿
田
興
業
所
（
秋
田
市
代
表
）

延
長
11
回
表
に
５
点
入
れ
る
。


